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研究成果の概要（和文）：近代において、同様に移民国家、多様な人種を国境内に包含する国民国家であるアメ
リカ合衆国とフランスを比較して、19世紀後半以降の国民化の過程で移民あるいは人種は人種がどのように包含
あるいは排除されたかを比較する研究である。具体的には、主に第一次世界大戦の主戦場の一つのフランスに焦
点をあて、イギリス軍とフランス軍による中国人労働者の導入、フランスのアフリカ及びインドシナ植民地から
の労働者や兵士の徴用、さらにアメリカ軍のアフリカ系アメリカ人の戦場での管理を通して、国家の境界を越え
て共通する人種意識の構築過程が見られたことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In the 19th and the early 20th century, both the United States and France 
integrated the nation―states while receiving immigrants.  At the same time, both countries had 
nonwhite races within the national borders.　It is often discussed that racism and anti-immigrant 
nativism were constructed in the process of  the national integration.  Focusing on the French 
battlefiels during the World War I, this study discusses how racial consciousness or racism of 
French , British , and American armies as well as French society  was constructed while dealing with
 laborers form China ,soldiers and laborers from French and British colonies and African American 
soldiers . It can be concluded that racial contacts in various  levels constructed racism and racial
 consciousness  in the global context beyond national borders.

研究分野：西洋史
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１． 研究開始当初の背景 
アメリカ合衆国とフランスは、ともに「自由」、
「平等」、「民主主義」といった「普遍的」と
言われる理念を国是として、19世紀以降、国
民国家としての歴史を紡いできた。と同時に、
両国は、近代において多くの移民が流入して
きた移民国家であり、移民をどのように国民
とするか、あるいは排除するかという問題を
両国は共有してきた。さらに、フランスは植
民地の歴史を背景に、またアメリカ合衆国は
奴隷制とアジアやラテンアメリカからの移
民の流入の結果として、非白人人種を国境内
に抱えてきた。しかしながら、両国の国民統
合の理念と実際の歴史、とりわけ国民の成員
として非白人人種や移民をどのように位置
づけるかという問題に関する歴史は、大きく
異なっている。それはなぜか、また理念と実
態においてどのように異なってきたのかと
いう疑問から研究を始めた。 
ただし、このような大きな課題における米仏
の比較は、容易ではない。当然のことながら、
それぞれの国の国民統合、人種問題、移民な
どに関しては、それぞれの国の研究者によっ
ても日本の当該国の歴史を研究する研究者
によっても多大な研究の蓄積が見られる。
「普遍」であるとされる理念に関しては、思
想や哲学の分野で多くの比較研究がある。ま
た、歴史や社会学の研究においても、米仏の
比較を行いながら、それぞれの国の「例外性」
を論じるものもある。ただし、米仏で行われ
ている比較研究の多くは、それぞれ当事国に
軸足をおいているため、相手国の状況をステ
レオタイプ化された視点で考える傾向にあ
る。しかも、政治や思想の歴史に比べると、
人種や移民などに関する比較研究は量的に
も少なく、ステレオタイプ化する傾向が多い。
確かにアメリカ合衆国のフランス史研究の
中には、フランス史ではあまり主要なテーマ
ではないフランス国内の人種問題に関して、
アメリア合衆国で行われてきた人種差別の
歴史と重ねて論じる研究もある。しかしなが
ら、そのような研究がフランスで受け入れら
れているかどうか、検討の余地がある。この
ような研究状況を背景として、本研究では、
アメリカ合衆国にもフランスにも属してい
ない外国人研究者の視点から、それぞれの国
の歴史を相対化し、国民国家の成員としての
国民の有り様を第３者の視点から比較する
ことができるのではないかと考え、研究を計
画した。 
 
２．研究の目的  
国民統合の歴史米仏比較をするために、申請
時における当初の目的として、大きく以下の
２点を明らかにすることを目標とした。（１）
国境に視座を置いて、両国において、国民の
資格を定める（あるいは資格がないものを排
除する）ために国境がどのような役割を果た
してきたのかを具体的にたどることである。
そのために、当初は、以下の２点を行うこと

を目的としていた。①パリの移民博物館とニ
ューヨークのエリス島の移民博物館の設立
の歴史と展示の内容を比較することによっ
て、移民の歴史がどのような意味を持ってい
るのかを考える。②現代のアイデンティティ
問題の視座から、両国の移民政策や移民に対
する教育の歴史を比較することによって、国
民のアイデンティティの構築やシティズン
シップの意味を考える。 
（２）第２点目は、抽象的な理念を国是とし
ながら、人種というおよそ国民統合の理念と
矛盾する分類が両国においてどのような意
味を持っていたかを明らかにすることであ
る。とりわけ、人種主義と日本語で訳される
英語とフランス語の言葉は、類似の言葉なが
ら、その使われ方が異なっている場合が多い。
すなわち、フランスでは、むしろ移民排斥も
含む排外主義の意味に近く、アメリカでは、
「血」の問題に限定される。この違いは、米
仏の人種間、人種意識の違いを反映すると考
えられるため、歴史的に人種がそれぞれの社
会でどのような意味を持っていたかを明ら
かにする。 
 
３．研究の方法 
上記（１）、（２）のいずれの目的に関しても、
我が国の研究及びアメリカ合衆国及びフラ
ンスの研究者の文献及び論文をまず幅広く
収集した。収集した文献から得られた最新の
研究動向を把握し、より具体的な研究対象を
確定する作業を行った。その成果をもとに、
複数のアーカイヴスで第１次資料の収集を
行った。 
上記目的の（１）に関しては、すでに、在外
研究と中央大学の特定課題研究費によって、
ある程度の第１次資料を収集していたため、
分析を行うことに集中した。ただし、当初目
的では、現代との直接的な関連に目的の比重
があったが、やはり歴史研究として行うため
には両国が移民国家となる 19 世紀後半から
20 世紀初頭にまでさかのぼる事が必要とな
った。そのため、平成 24 年度には、アメリ
カ合衆国サンフランシスコの国立文書館サ
ンフランシスコ支部を訪問して、19世紀後半
から 20 世紀にかけて、移民であり非白人で
もあるアジアからの移民がアメリカ合衆国
の国境でどのような経験をしたかを明らか
にできる資料を収集した。  
上記目的の（２）に関しては、すでに、これ
までの研究からアメリカ合衆国の人種と国
民統合の歴史に関しては、研究動向を把握し
ていたため、広く人種の歴史に関わるフラン
スの文献を収集、分析した。その結果、具体
的な社会史として人種の歴史を比較する場
合、フランスに関しては第一次大戦期が重要
であることが判明した。というのも、フラン
ス国民の大半は、第一次大戦期まで植民地の
非白人人種に関して情報として持っていた
が、実際の接触は限られていた。しかしフラ
ンスが戦場となったために、多くの非白人労



働者や兵士が日常生活の視界に入ってきた
のである。アメリカは奴隷制を内包していた
ために、奴隷解放後も人種の違いに敏感であ
り、フランスは遠く植民地に非白人が多く暮
らしていたため、人種の違いに寛容であった
という論考もあるが果たしてそうであろう
かという疑問がわいた。そのため、実際に生
活の中で異なる人種と接触したことがフラ
ンスの人種意識にどのように影響したのか
を検討することが重要であると考え、第一次
大戦期のフランスにおける非白人の動向を
対象とする第１次資料の収集を行った。具体
的には、平成 24 年度にパリのヴァンサンヌ
にある陸軍文書館、平成 26 年度にフランス
のエクサンプロヴァンスにあるフランス海
外県文書館をそれぞれ訪問し、管理する側の
フランス軍の人種意識と、海外植民地などか
らの非白人兵士及び労働者のフランスでの
経験の双方の資料を収集した。また、第一次
大戦は、アメリカ軍がフランス本土でわずか
の間ではあるが戦った戦争でもある。アメリ
カ軍の中には、アフリカ系アメリカ人兵が含
まれていたが、彼らに対する「管理」とフラ
ンス軍あるいはフランス社会との関わりは、
アメリカ合衆国、フランス双方の人種意識を
明確にした。第一次大戦期のフランス本土は
人種意識に関する米仏比較を実際の米仏関
係の中で行うことができるのである。この視
点から、アメリカ合衆国に関しても第一次資
料を収集した。平成 25 年度には、戦場で物
資の支給や兵士の福利に携わっていた
YMCA のアーカイヴスのあるミネソタ大学
を訪問した。また、平成 27 年度には、ワシ
ントン D.C.の郊外にある国立公文書館にお
いて、アメリカ軍の資料と共に同時期のアフ
リカ系アメリカ人に関する資料を収集した。 
さらに、第一次世界大戦と人種との関わりを
論じるとき、植民地、アフリカ系アメリカ人
だけでなく、中国からの労働者の導入が重要
であることが分かった。この導入に関しては、
イギリス軍も深く関わっていたため、イギリ
スの第一次大戦と人種に関する文献も収集
することとなった。なお、同時期に得た中央
大学特定課題研究費によって、ロンドンの帝
国軍事博物館のアーカイヴスを訪問して、第
１次資料を収集することができた。 
 
４．研究成果 
研究成果も研究目的に沿って（１）、（２）に
分けることができる。 
研究目的（１）の①の移民博物館に関しては、
すでに当研究の開始前の平成 24 年３月にパ
リの博物館とニューヨークの博物館に関し
て比較した最初の論考を研究ノートとして
まとめた。その後も資料の収集及び分析を行
っているが、サンフランシスコを訪問したこ
とで、太平洋側の移民受け入れ施設であった
エンジェル島の博物館も考察の対象とする
こととなった。パリの博物館は創立当初議論
が分かれている中で多文化主義を掲げたが、

ニューヨークの博物館と比較すると、フラン
ス人としての同化が流れの中で達成されて
いることを明らかにしていること、ニューヨ
ークのエリス島の博物館が、移民に対する排
斥の歴史をも視野に入れて展示しているが、
最終的にはやはり移民の国アメリカを顕彰
していることに比較して、エンジェル島の移
民博物館は、アジア系移民に対する排斥と抑
留の歴史が刻まれている。それぞれの博物館
がどのような経緯で創設されたかが、それぞ
れの成立時の政治事情と移民政策を反映し
ているのである。今後さらに分析を進めるこ
とによって、移民の歴史をどのようにそれぞ
れの国が捉えているかを浮き彫りにするこ
とができると考えている 
研究目的（１）の②に関しては、研究方法に
おいて論じたように、現代との直接的な関連
を論じる前提として、１９世紀後半以降の歴
史の見直しが必要であることが分かった。そ
のため、当該期間中は、アメリカ合衆国の国
境の歴史の再検討を行った。平成 24 年度に
は、アメリカ史学会大会の報告と『アメリカ
史研究』の論文において、サンフランシスコ
国立文書館サンフランシスコ支部で収集し
た資料の一部を分析し、国境を管理する過程
で、どのような資格がアメリカに入国するた
めに必要とされたか、さらに戦争の徴兵など
に明確に現れる国民の資格とは何かを論じ
た。この時点で、アメリカにふさわしい移民
や国民とジェンダー規範との関係に注目し
たが、さらに、平成 28 年度には、歴史学研
究会大会シンポジウムでの報告で研究を発
展させることができた。19世紀後半から1920
年代まで、複数回の移民法の改正による法的
な変遷にも、また実際の国境管理にも見られ
る特徴として、人種とジェンダー規範が重要
であることが分かった。とりわけ、ジェンダ
ー規範に関しては、同時期のアメリカ国内の
ミドルクラスの規範、すなわち男女の領域分
離、異性愛の同意に基づく結婚などが重視さ
れ、働く女性や写真花嫁などのような結婚に
関しては、売春目的、あるいは非文明的であ
ると拒否されたケースも多い。国民のあり方
が、それぞれの時期の社会規範によって変容
し、さらに、非白人人種は文明的ではないと
いう言説によって国境管理がされていたの
である。なお、フランスの国境管理に関して
は、研究動向を分析することにとどまってい
る。同時期のフランスの移民に関しては、圧
倒的にヨーロッパ内からの移民が多いが、ヨ
ーロッパ内の民族に関しても、異質な文化を
人種化する事例が報告されており、今後さら
なる資料の収集と分析を行いたい。 
なお、当該研究期間以前からのプロジェクト
である、日米の日系人研究の交流がハワイ大
学から出版されるに合わせて、研究交流や論
文遂行を行った。この研究は日系移民に限定
されているが、アメリカ合衆国の研究者との
研究アプローチや関心の差異が明らかとな
り、移民しの比較研究に関する重要な知見を



得ることができた。 
研究目的（２）に関して、研究方法でも述べ
たように、第一次世界大戦を舞台として戦場
における人種認識、人種に関する言説を第１
次資料から分析した。まだ、すべての資料を
分析し終えていないが、２本の論文にまとめ
ることによって、今後の研究の方向が明確に
なった。平成 26 年度の中央大学文学部紀要
の論文では、主に我が国の研究動向と米仏の
研究動向を分析した。とりわけ、英語圏の研
究者が、フランスの研究者の多くがフランス
の人種主義の歴史をあまり重視しないこと
に疑問を持ち、第一次世界大戦時の戦場にお
けるアフリカ植民地からの兵士の動員、イン
ドシナ植民地からの兵士と労働者の動員、さ
らには中国からの労働者の導入がフランス
本土にどのような影響を与えたかを、軍隊と
の関わり、非白人労働者とフランス人労働者
との関わりなどを通じて論じている複数の
論考を紹介した。また、フランス語において
も、アフリカ植民地からの動員や中国人労働
者に関しての研究はあるが、必ずしも英語圏
の研究者の研究との交流があるわけではな
い。この研究の狭間で、戦場において人種認
識がどのように変容したかを論じる研究を
する必要性を明確にした。 
平成２８年度の中央大学文学部の紀要論文
では、YMCA の資料を中心に、これまで収集し
た資料の一部を分析した。植民地からの労働
者や兵士に関しては、植民地出身であること
による差別化と人種による差別化が重なる
ため、両者を峻別することが困難である。し
かし、一応植民地ではなかった中国からの労
働者とアフリカ系アメリカ人兵士に関する
分析を加えることによって、戦場において人
種意識が構築された過程を論じた。フランス
政府は、イギリス軍ほど厳しく中国人労働者
に対応しなかったが、ヨーロッパ内の外国人
労働者は移民を扱う部局で対応したのに対
し、中国人労働者は植民地出身者を扱う部局
が管理したところから、すでに非白人という
分類が行われていたことがわかる。また、戦
況が厳しくなるにつれて、イギリス軍もフラ
ンス軍も中国人労働者や植民地からの労働
者を訓練もしないまま前線近くで塹壕堀な
どに労働に使うなど、戦場における兵士や労
働者の階層化が明確になった。それは、アフ
リカ系アメリカ人兵の大半が労働者として
使われたこととも共通する。また、イギリス、
フランス両政府共にフランス人女性と非白
人兵士及び労働者との親密な関わりを管理
しようとしたことは注目に値する。アメリカ
合衆国軍のアフリカ系アメリカ人とフラン
ス人女性の関わりに対する厳しい管理ほど
ではないにしろ、人種の差異に基づく意識は、
ジェンダーと深く関わって醸成されていた
ことが明らかになった。さらに、植民地出身
の労働者や兵士とフランス人女性の結婚は、
植民地における人種秩序を危うくするとい
うフランス軍や政府の議論は、植民地支配に

おける人種の重要性を再確認させた。 
また、本論文から今後の課題あるいは展望も
鮮明になった。第１点としては、フランス、
イギリス、アメリカ軍当局者の資料をさらに
精査することによって、人種意識がどのよう
に作られていたか、さらにジェンダーとどの
ように関わっていたかを明確にすることが
必要であるという点である。人種意識あるい
は人種主義がアメリカ合衆国とフランスだ
けでなく、国民という枠組みを超えたところ
で 20 世紀初頭の世界においてどのような意
味を持ったかを論じることができるのでは
ないだろうか。第２点としては、人種秩序を
非白人側がどのように意識したか、その動き
にも焦点を当てる必要性が明確になったこ
とである。アフリカ系アメリカ人運動の指導
者であるデュボイスの活動に見られるよう
な国を超えた連帯の動きが、第一次世界大戦
前後に見られたことはすでによく知られて
いる。しかし、非白人労働者やアフリカ系ア
メリカ人兵士の実態を明らかにすることに
よって、フランスの寛容さを説いたデュボイ
スの背後にある計算あるいは戦略を再評価
できるのではないだろうか。さらに、非白人
労働者や非白人兵士の動きを追うことによ
って、人種の歴史に新たな視点を求めること
ができる。たとえば、フランス人女性と植民
地出身者の結婚による植民地の人種秩序の
ほころび、労働の現場での民族人種あるいは
言語を超えた連帯は、人種によって差異化さ
れた人々の意識の新たな動きを掘り起こす
ことにつながるだろう。同時に、本論文でも
戦場の労働の現場での対立や摩擦に触れた
が、非白人兵士や非白人労働者、あるいは非
白人の知識人の間にどのような摩擦が生じ
たのかを明らかにすることによって、非白人
にとって人種の持つ意味とそれぞれの国あ
るいは地域に属する意識との間の葛藤を明
らかにすることができるのではないだろう
か。 
いずれにせよ、米仏の国民統合の歴史に関す
る関心から始まった研究であるが、科学研究
費による多様な資料の収集が可能になった
ために視野が広がり、グローバルな歴史とし
て、人種意識や人種主義の歴史を再検討する
機会を得ることができた。この研究をきっか
けに、ヨーロッパ史だけでなく、中国史や東
南アジア史、あるいはアフリカ史の研究者と
の対話を広げたいと考えている。 
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